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平
成
3
0
年
5
月
1
8
日
（
金
）

第
８
回
研
究
発
表
会
が
あ
き
る
台

病
院
内
に
て
開
催
さ
れ
今
回
も
多

く
の
職
員
が
参
加
し
大
盛
況
と
な

っ
た
。

  

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
松
本
課
長
を
座
長
に
、
高

齢
者
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
の
仲
宗

根
氏
よ
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
介
護
予
防
支
援
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
国
や
都
な
ど
で
示
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
必
須
と

さ
れ
る
“
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
”
で
、
退
院
後
や
軽
度
認

定
者
が
訪
問
リ
ハ
・
通
所
リ
ハ
を

経
て
、
い
か
に
住
民
主
体
の
活
動

へ
参
加
を
繋
げ
る
か
が
鍵
と
な
る

と
と
も
に
、
専
門
職
を
多
く
抱
え

る
当
法
人
職
員
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
活
躍
の
場
が
あ
る
と
説
明
さ
れ

る
。

  

次
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

の
宿
谷
氏
、
板
山
氏
、
佐
々
木
氏
、

原
田
氏
が
誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
に

「
食
事
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
展
開
し

て
い
く
上
で
は
欠
か
せ
な
い
栄
養

面
と
運
動
の
関
係
性
を
分
か
り
易

く
、
特
に
ベ
ッ
ド
上
で
の
食
事
を

摂
る
時
の
頭
部
の
角
度
な
ど
意
識

す
る
こ
と
が
大
事
と
の
内
容
だ
っ

た
。

  

訪
問
介
護
の
小
山
氏
よ
り
、
平

成
3
0
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改

正
に
伴
い
変
更
点
の
あ
っ
た
身
体

介
護
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
な

が
ら
説
明
。
国
が
進
め
て
い
る
在

宅
生
活
支
え
る
直
接
的
な
担
い
手

と
し
て
さ
ら
な
る
期
待
が
膨
ら
ん

だ
。

  

１
病
棟
看
護
部
の
中
野
氏
、
岩

野
氏
、
小
暮
氏
が
「
快
適
な
排
泄

環
境
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
実
践
を
交
え
な
が
ら
院
内
研

修
で
の
学
び
を
基
に
、
本
人
へ
の

負
担
軽
減
に
加
え
経
済
的
な
負
担

軽
減
ま
で
結
び
つ
い
た
と
い
う
成

功
例
を
紹
介
。
今
後
在
宅
生
活
者

が
増
え
て
い
く
中
、
介
護
負
担
や

経
済
的
負
担
な
ど
の
よ
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
期
待
し
た
い
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で
は
、
相
談
部

の
戸
室
主
任
を
座
長
に
、
医
事
課

の
魚
住
氏
、
清
水
氏
が
「
往
診
施

設
の
流
れ
と
推
移
」
と
題
し
て
、

往
診
件
数
等
を
発
表
さ
れ
、
先
生

方
を
始
め
裏
方
と
し
て
医
事
課
の

影
な
る
支
え
が
あ
る
と
知
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

次
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

佐
藤
氏
よ
り
、
「
在
宅
に
お
け
る

認
知
症
夫
婦
へ
の
支
援
」
と
題
し

て
、
所
謂
“
認
認
介
護
”
状
態
で

在
宅
生
活
を
送
っ
て
い
た
ご
夫
婦

が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
本
人
達
の

意
思
・
尊
厳
を
保
持
し
な
が
ら
生

活
で
き
る
の
か
を
、
問
題
点
や
各

部
署
の
役
割
等
を
分
析
し
、
成
功

に
至
っ
た
過
程
を
発
表
さ
れ
、
ま

さ
に
“
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
成
功
事
例
の
縮
図
”
の
よ
う
だ

っ
た
。
こ
う
し
て
関
わ
っ
た
関
係

者
が
振
り
返
り
を
す
る
こ
と
で
よ

り
よ
い
支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
思

う
。

　

最
後
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
各
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
、
こ
の
５
年
間
の
実
績
と
活
動

内
容
と
実
際
行
わ
れ
て
い
る
講
座

等
を
紹
介
。
今
後
、
介
護
予
防
を

推
進
し
て
い
く
中
で
、
と
て
も
重

要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
が
、
男
性

利
用
者
の
伸
び
悩
み
も
あ
る
と
の

課
題
も
出
て
き
た
よ
う
で
、
さ
ら

に
地
域
課
題
の
分
析
や
、
事
業
を

展
開
し
て
い
く
う
え
で
の
利
点
を

明
確
化
し
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

　

発
表
さ
れ
た
方
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
こ
の
機
会
が
今
後
の

当
法
人
の
職
員
に
と
っ
て
有
意
義

な
時
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
業
務
に
も
活
用
さ
せ
発
展

さ
せ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。

     　
　
　
　

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

※

詳
し
く
は
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で

さつき薬局
　　　　   秋川店

介護用品・一般薬品・保険調剤

０４２５－５８－８４１６
  （あきる台病院すぐ前）

月・火・水・木・金　９：００～１８：３０
　　　　　　　　土　９：００～１３：００
        ※日曜・祭日はお休みです

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

 

第
八
回
研
究
発
表
会 

開
催
さ
れ
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
る
台
病
院 

院
内
学
会

　
　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
：
木
村
幸
子
）　

　
　
　
　
　
　
　



介 護 を 学 ぶ な ら

 介護職員初任者研修・介護職員実務者研修

あきる台病院  介 護 学 院

人間ドック

あきる台病院　健診センター

皆様の健康を、心・身・社会の観点から多角的に
チェック・確認し、適切なサービスで支援します

確かな技術
　快　適　性
　　安　　　心

     □ お問い合わせ・ご予約はこちらまで □
ＴＥＬ：０４２－５５９－５４４９／２９４３（直通）

　　　 □ お問い合わせ □
ＴＥＬ：０４２－５５０－６１０２

医療法人財団 暁 あ き る 台 病 院2018年（平成30年6月１日） 第32号

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

あきる台病院に「地域包括ケア病棟（52床）」が誕生
      

  在宅復帰支援の病棟が誕生

  　  あきる台病院に「地域包括ケア病棟（５２床）」が誕生しました。地域の皆様が安心して在

　　　宅生活を続けられるように急性期の治療が終わった後に、リハビリや継続的な治療を行いま

　　　す。入院期間は６０日を上限としています。

  　　実際、病気は良くなったから退院と言われても以前と同じではありません。身体機能や体力

　　　の低下、病状の安定等を考えると不安が残ったり、ご自宅の整備が必要になってきます。介

　　　護度の変更申請が必要だったり、介護保険サービスの調整も行わなければなりません。そう

　　　いった様々なことも含めて支援していくための病棟です。当法人は各種の在宅支援のサービ

　　　スを行っていますが、更に一歩進めるための病棟として、地域包括ケア病棟をご利用頂けれ

　　　ばと考えております。

　

  【対象者】

　・急性期での治療が終了し、経過観察が必要な状況にある方

　・自宅や福祉施設に戻るために治療やリハビリを行いたい方

　・急性期での緊急な治療までは必要としないが、在宅での療養が困難な疾患が発生した方

　・介護保険施設での対応が困難な医療的なケアが必要な方（酸素吸入や痰の吸引など）の介

　　護をされているご家族が休息を必要とする場合医療保険を使用してのご入院となりますの

　　で、ご入院の際には健康保険証・医療の減額認定証・介護保険証などをご相談の時にご提

　　示ください。

　ご入院を検討時には、当院の「医療・福祉相談室」にご相談ください。また、他院にご入院

　されている方は主治医の診療情報提供書が必要になりますので、主治医の先生やご退院の相

　談窓口にご相談ください。その他、ご質問な

　どございましたら、「医療・福祉相談室」に

  お問い合わせください。

　【医療・福祉相談室のご案内】

  あきる台病院外来、入り口を入って

　左の部屋になります。（日曜・祝祭

　日を除く月曜日から土曜日９時から

　１７時まで）

 （医療福祉相談室：MSW 服部玄三）


